
発行日 令和８年４月２３日 岩代集落支援員だより 第９７号

～
集
落
支
援
員
だ
よ
り

▲小浜地区でのパレード。

「消防団活動を通して地域の絆づくりに貢献していきたいです」

令
和
八
年
度
の
二
本
松
市

消
防
団
長
に
下
長
折
在
住
の

鈴
木
朝
裕
さ
ん
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
三
十
年
近
く
消
防

団
活
動
を
続
け
て
き
た
鈴
木

さ
ん
に
、
現
在
の
心
境
や
今

後
の
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

▲防火パレードの出発式の様子。▲任命式では役員の前で抱負を述べました。

の
女
性
消
防
団
員
は
三
名
と
県
平
均
割

合
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
は
女
性
も
活
躍
で
き
る
消
防
団
を

目
指
し
た
い
で
す
。

私
自
身
は
消
防
団
活
動
を
通
し
て
地

域
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
が
広
が
り
、

岩
代
や
二
本
松
市
へ
の
愛
着
や
使
命
感

が
生
ま
れ
ま

し
た
。
で
す

か
ら
消
防
団

活
動
の
良
い

面
も
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た

い
で
す
。
み

な
さ
ん
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※地域の話題や記事の内容に関するお問い合わせは、岩代支所地域振興課 集落支援員 電話６５－２７７７までご連絡ください。

二
本
松
市
消
防
団
長

か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

～
鈴
木
朝
裕
さ
ん

◆

幼
少
期
～
入
団
の
経
緯
は
？

私
は
下
長
折
で
生
ま
れ
育
ち
、
幼
い

頃
は
バ
ス
の
運
転

手
を
し
て
い
た
父

の
影
響
で
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
手
に
な

り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
旅
を
仕
事
と

す
る
添
乗
員
に
も

憧
れ
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
親
に
勧
め
ら
れ
て
二
本
松
工

業
高
校
の
土
木
科
へ
入
学
し
ま
し
た
。

卒
業
後
は
会
社
に
就
職
し
、
測
量
の

仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
二
十
九

歳
の
と
き
に
独
立
し
、
三
十
一
歳
で
現

在
の
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
し

て
三
十
三
歳
の
と
き
に
地
元
の
目
上
の

人
か
ら
「
地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
も
大

事
だ
よ
」
と
勧
め
ら
れ
て
消
防
団
に
入

り
ま
し
た
。

当
時
は
消
防
団
員
も
多
か
っ
た
た
め
、

「
五
年
務
め
た
ら
辞
め
て
も
い
い
よ
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
ま
で
継

続
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
周
り
の
団
員

と
の
つ
な
が
り
や
消
防
団
活
動
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。

◆

続
け
て
き
て
思
う
こ
と
は
？

私
が
入
団
し
た
頃
と
今
で
は
時
代
が

大
き
く
変
わ
り
、
消
防
団
員
も
激
減
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
地
元
の
団
員
や
親

に
勧
め
ら
れ
て
消
防
団
に
入
り
ま
し
た

鈴木朝裕さん
プロフィール

～～～～～～～～
(株)東昇コンサルタ
ント代表取締役。愛
車のハーレーでツー
リングに出かけるの
が趣味。今年も北海
道へ出かける予定。
最近は奥様と「畑を
耕して野菜でも作ろ
うか」と話している
そうです。

が
、
今
は
勧
誘
に
行
っ
て
も
親
に
「
う

ち
の
子
は
入
り
ま
せ
ん
」
と
断
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
私
が
子
供
の
頃
は
祭
り
や
行
事

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
地
域
の
人
達
が

集
ま
る
機
会
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
祭
り
も
飲
み

会
も
減
少
し
、
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
う

機
会
が
な
く
な
り
、
絆
づ
く
り
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

◆

今
後
の
抱
負
等
に
つ
い
て

「
消
防
団
は
、
時
間
が
と
ら
れ
て
し
ま

い
大
変
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の

で
、
よ
り
若
い
世
代
の
人
に
も
負
担
を

感
じ
ず
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

行
事
や
体
制
の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
全
国
的
に
見
る
と
、
女
性
消
防

団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ニ
本
松
市

時代の変化に伴い、女性団員
や機能別団員が増加しています！

総務省消防庁で行った令和7年4月1日現在の「消防団の
組織概要等に関する調査」の結果は、以下の通りです。

◆全国の消防団員数：73万2,223人
➡前年度と比べて1万4,458人 (▲1.9％)減少しています。
一方、その中で次の団員数は増加しています。

＊女性団員数： 2万9,478人 (883人増、+3.1％)
＊機能別団員数： 4万195人 (2,615人増、+7.0％)
＊学生団員数： 7,568人 (446人増、 +6.3％) 

Q.学生消防団員とは？
➡学業と両立する形で消防団
訓練や災害時の補助活動を行
い、「学生機能別団員」とし
て位置づけられています。

Q.機能別消防団員とは？
➡広報、後方支援、災害時の
出動など特定の役割や時間帯
などに限定された団員です。

Q.女性消防団員とは？
➡地域の実情に応じて女性団員の所属形態はさまざまで、
女性のみで組織する分団も増えています。一人暮らしの
高齢者宅の防火訪問、住民に対する防災教育、その他、
広報活動での活躍も期待されています。



発行日 令和８年４月2５日 岩代集落支援員だより 第9７号

※地域の話題がありましたら、岩代地域集落支援員 電話６５－２７７７までご連絡ください。

～撮り春～ 第２回

岩代の春を切り取って♪

訪問記

色を眺めていたんだ」等、
雄大な眺めに感動の声が。

◀日向の人待地蔵
桜。晴れた日は安
達太良山が眺め
られるスポット。他
にも桜の名所がた
くさんあり、岩代の
春は桜色に染まり
ます。

岩
代
観
光
協
会

フ
ォ
ト
コ
ン
開
催
中
で
す

♪

▼片倉の梨の木。幻
の花と呼ばれるほど
開花時期が短いそう。

〝
日
本
の
過
疎
地
最
先
端
〟

で
お
な
じ
み
の
岩
代
観
光
協

会
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、

～
撮
り
春
～
第
ニ
回
目
と
し

て
岩
代
の
春
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

岩
代
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

発
掘
に
ほ
ん
ま
つ
・
岩
代
編

日
本
考
古
学
協
会
会
員

日
下
部

善
己

１

考
古
学
へ
の
初
め
の
一
歩

験
で
あ
っ
た
。
自
分
が
踏
ん
で

に
は
別
世
界
、
別
の
時
代
が
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

こ
の
大
地
に
刻
ま
れ
て
い
る
歴
史
を

明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
を
、
体
で
感

じ
て
胸
が
震
え
た
。
こ
の
日
か
ら
私

の
考
古
学
や
地
域
史
探
求
へ
の
道
が

拓
か
れ
始
め
た
。

そ
の
時
の
先
輩
は
高
校
時
代
か
ら

考
古
学
大
好
き
人
間
で
、
大
学
で
は

無
の
状
態
か
ら
仲
間
を
集
め
て
同
好

会
を
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
三
年
四
月
、
多
数
加
入
し

頭
数
で
は
一
大
勢
力
の
私
た
ち
新
入

生
は
、
先
輩
た
ち
と
共
に
正
式
な
研

究
会
の
創
設
を
目
指
し
て
行
動
を
開

始
し
た
。
や
が
て
学
生
大
会
（
総

会
）
で
承
認
さ
れ
、
大
学
公
認
の
新

し
い
文
化
系
研
究
会
、
福
島
大
学
考

古
学
研
究
会
（
顧
問
小
林
清
治
先

生
）
が
発
足
し
た
。

水
・
土
曜
日
の
午
後
、
中
庭
の
藤

棚
の
下
や
図
書
館
の
隅
っ
こ
が
会
合

の
場
で
あ
っ
た
が
、
遂
に
研
究
会
室

や
予
算
を
確
保
、
自
主
ゼ
ミ
も
開
始

し
て
機
関
誌
「
月
報
」
創
刊
号
を
刊

行
し
た
。
夏
休
み
中
の
宮
城
県
南
境

貝
塚
発
掘
で
は
東
北
や
東
京
の
各
大

学
生
と
共
に
地
元
中
学
校
舎
に
合
宿

し
、
塩
釜
女
子
高
校
後
藤
勝
彦
先
生

の
指
導
を
受
け
た
。

日
々
の
活
動
は
福
島
県
史
編
纂
室

目
黒
吉
明
先
生
の
手
厚
い
指
導
の
下
、

福
島
市
毘
沙
門
平
窯
跡
、
田
島
町
折

橋
、
本
宮
町
荒
井
上
原
、
石
川
町
鳥

内
等
の
多
く
の
遺
跡
調
査
に
加
わ
っ

た
。
研
究
会
独
自
で
も
小
高
町
浦
尻

貝
塚
を
発
掘
調
査
し
て
研
究
報
告
書

を
刊
行
し
た
。

先
ず
発
掘
調
査
や
私
の
紹
介
を
兼

ね
て
昔
話
か
ら
始
め
る
。
今
か
ら
六

〇
年
近
く
前
の
春
、
大
学
入
学
直
後

の
私
は
、
初
対
面
の
先
輩
か
ら
「
今

度
二
本
松
で
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
発

掘
が
あ
る
ん
だ
が
、
一
緒
に
行
っ
て

み
な
い
か
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。

子
ど
も
の
頃
は
、
地
元
の
物
知
り
の

父
親
の
門
前
の
小
僧
で
あ
り
、
元
々

歴
史
や
考
古
は
好
き
な
分
野
だ
っ
た

の
で
何
と
な
く
そ
の
話
に
興
味
を

持
っ
た
。

次
の
日
曜
日
、
早
朝
に
寮
を
出
発
、

国
鉄
東
北
本
線
二
本
松
駅
に
着
き
、

岳
温
泉
行
き
の
福
島
交
通
バ
ス
に

乗
っ
て
毘
沙
門
堂
停
留
所
で
下
車
し

た
。
こ
こ
か
ら
原
瀬
集
落
へ
の
砂
利

道
を
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
表
面
が
削

ら
れ
た
よ
う
な
黄
土
色
の
大
き
な
空

地
が
見
え
た
。

そ
こ
が
原
瀬
上
原
遺
跡
で
あ
り
、

あ
ち
こ
ち
に
パ
ラ
パ
ラ
と
ス
コ
ッ
プ

や
移
植
ベ
ラ
を
握
っ
て
い
る
人
が
い

た
。私

も
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
無
我

夢
中
で
土
掘
り
を
始
め
た
。
や
が
て

移
植
ベ
ラ
に
ガ
チ
、
カ
チ
ン
と
何
か

が
当
た
っ
た
。
土
器
や
石
器
の
破
片

だ
っ
た
。
教
科
書
で
習
っ
て
知
識
は

あ
っ
た
が
、
遺
跡
発
掘
の
現
場
に
立

つ
の
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
。

自
分
が
踏
ん
で
い
る
こ
の
地
面
の
下

★★★★★募集要項★★★★★

【募集期間】令和8年4月3日～6月30日
【募集作品】岩代地域で令和7年4月1日

から令和8年5月31日までに撮影さ
れた写真を募集します。

【テーマ】 ‶新たな岩代の発見″
➡あなただけの岩代の春を見つけ、
一瞬の感動を撮影して下さい。

【賞品】岩代地域内のお店のお食事券
（3枚綴り）をプレゼント。

【応募方法】
①‶いわしろP”のアカウントをフォロー
②ハッシュタグを２つ付ける。
＃撮り春 ＃日本の過疎地最先端

③投稿のキャプションの中で
＠iwashirokankoをメンション。


